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井
口
神
社
の
石
造
本
殿 

 

滝
本 

や
す
し 

 

福
井
県
あ
わ
ら
市
の
中
番
下
番
入
会
地
に
、
旧
郷
社
春
日
神
社
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

祭
神
は
武
甕
槌
命
、
経
津
主
命
、
天
児
屋
根
命
、
比
咩
命
で
あ
る
。
寛
弘
八
年(

一
〇
一
一)

十
月
に
奈
良
春
日
大
社
を
勧
請
し
た
。
こ
の
あ
た
り
は
奈
良
興
福
寺
の
荘
園
で
、
河
口
庄

十
郷
の
中
心
の
本
荘
郷
で
あ
っ
た
。
本
荘
春
日
神
社
は
、
各
郷
の
春
日
神
社
十
社
の
総
鎮

守
の
父
神
で
あ
る
。
御
神
体
は
、
鎌
倉
時
代
末
期
の
木
造
中
品
下
生
阿
弥
陀
如
来
立
像
を

中
尊
と
し
平
安
時
代
の
木
造
清
凉
寺
式
薬
師
如
来
立
像
も
祀
ら
れ
て
い
る
。
元
禄
十
二
年

(

一
六
九
九)

に
建
て
ら
れ
た
本
殿
は
県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

昭
和
四
十
四
年
に
境
内
社
神
明
神
社
近
く
の
土
中
か
ら
笏
谷
石
製
の
浮
彫
り
十
二
神
将

が
発
見
さ
れ
た
。
し
か
し
十
二
体
の
う
ち
の
一
体
が
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
十
一
体
の
み

が
現
存
し
て
い
る
。 

 

春
日
神
社
拝
殿
の
右
手
に
、
笏
谷
石
製
の
大
き
な
石
祠
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
式
内
社

井
口
神
社
の
本
殿
で
、
祭
神
は
男
大
迹
命(

即
位
前
の
継
体
天
皇)

で
あ
る
。
井
口
神
社
の

創
祀
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
春
日
神
社
よ
り
も
古
く
、
春
日
神
社
は
井
口
神
社
の
境
内

に
建
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
井
口
神
社
は
水
利
の
便
を
願
っ
て
建
て
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
当
初
は
御
井
神(

木
俣
神)

を
祭
神
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。「
井
口
」
と
は
せ
き
止
め
た
水
の
出
口
の
こ
と
で
あ
り
、
本
来
の
祭
神
が
御
井

神
で
あ
っ
た
こ
と
も
納
得
で
き
る
。 

井
口
神
社
の
本
殿
は
総
高
約
295

cm
で
、
内
寸
は
幅
95

cm
、
高
さ
75

cm
、
奥
行
き
55

cm

ほ
ど
で
あ
る
。
正
面
の
扉
に
日
月
の
窓
が
開
け
ら
れ
、
左
側
面
に
「
享
保
七
壬
寅
年(

一
七

二
二)

十
一
月
廿
一
■
／
破
損
再
興
／
■
番
村
／
■
■
」
と
刻
ま
れ
て
お
り
、
「
大
正
十
五

年(

一
九
二
六)

四
月
下
旬
修
築
／
社
務
所
」
と
追
刻
さ
れ
て
い
る
。
奥
壁
の
内
面
に
は
、

向
か
っ
て
左
に
不
動
明
王
立
像
、
右
に
毘
沙
門
天
立
像
が
浮
彫
り
さ
れ
て
い
る
。
不
動
明

王
は
月
窓
を
、
毘
沙
門
天
は
日
窓
を
向
い
て
い
る
。
丸
彫
り
に
近
い
厚
肉
彫
り
で
、
石
祠

内
の
た
め
保
存
状
態
は
良
好
で
あ
る
。 
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↑
① 

坂
本
の
阿
弥
陀
三
尊
像 

 
 
 

尾
田
武
雄
氏
『
と
や
ま
の
石
仏
た
ち
』
よ
り 

↖ 

① 

坂
本
の
飛
天
像 

↙   

↓ 

② 

大
野
の
阿
弥
陀
三
尊
像
と
飛
天
像 

↓ 

飛
天
が
彫
ら
れ
た
石
仏 

 

松
井 

兵
英 

 

仏
教
美
術
の
中
で
も
軽
や
か
に
舞
う
飛
天
は
華
だ
と
思
い
ま
す
。
ず
っ
と
以
前
の
こ
と
、

テ
レ
ビ
の
『
日
曜
美
術
館
』
で
「
騎
馬
民
族
説
」
の
考
古
学
者
・
江
上
波
夫
氏
（1906

～

2
0
0
2

）
が
「
法
隆
寺
金
堂
内
陣
壁
画
の
飛
天
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
敦
煌
あ
た
り
か
ら
飛
ん

で
き
た
の
で
し
ょ
う
ね
…
。」
と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

身
近
な
富
山
市
内
で
も
、
飛
天
が
彫
ら
れ
た
石
仏
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

①
富
山
市
（
旧
大
沢
野
町
）
坂
本
、
木
造
堂
内
、
安
政
四
年 

尾
田
武
雄
氏
の
『
と
や
ま
の
石
仏
た
ち
』
に
載
せ
ら
れ
、
会
報
六
十
号
で
も
「
疫
病
退
散
」

と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
ま
で
茅
葺
の
お
堂
で
し
た
が
瓦
葺
に
建
て
替
え
ら
れ

ま
し
た
。
布
尻
村
の
石
工
（
浅
吉
）
の
作
品
で
一
石
阿
弥
陀
三
尊
像
の
上
部
左
右
に
飛
天

が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
飛
天
の
様
子
は
美
し
く
、
彩
色
も
ほ
ど
よ
く
、
名
作
だ
と
思
い
ま

す
。
ガ
ラ
ス
入
の
格
子
戸
は
施
錠
さ
れ
て
い
ま
す
。 

②
富
山
市
（
旧
大
沢
野
町
）
大
野
、
「
舘
フ
ァ
ー
ム
」
東
の
小
堂
、
明
治
廿
十
年 

彩
色
さ
れ
た
一
石
阿
弥
陀
三
尊
像
で
、
石
工
・
田
近
勝
之
助
。
少
し
重
そ
う
で
す
。 

③
富
山
市
（
旧
大
山
町
）
東
黒
牧
バ
ス
停
付
近
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
堂
内
、
安
政
二
年 

構
図
は
①
と
類
似
し
ま
す
が
作
風
は
少
し
異
な
る
よ
う
で
す
。
向
か
っ
て
左
側
の
像
は
翼

を
大
き
く
広
げ
て
お
り
「
迦
陵
頻
伽
」
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
彫
り
は
美
し
い
の
で
す
が
彩

色
は
適
切
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
鉄
格
子
が
あ
っ
て
見
づ
ら
い
で
す
。 

④
富
山
市
月
岡
町
二
丁
目 

月
岡
駅
す
ぐ
西
、
曹
洞
宗
仏
光
寺
門
前
、
明
治
廿
七
年 

向
か
っ
て
左
に
彩
色
さ
れ
て
い
な
い
大
日
如
来
石
像
が
あ
り
、
笠
石
に
飛
天
が
彫
ら
れ
て

い
ま
す
。
重
厚
で
見
事
な
彫
刻
な
の
で
す
が
、
こ
ち
ら
も
少
し
重
そ
う
で
す
。 

飛
天
が
彫
ら
れ
た
石
造
物
は
、
捜
せ
ば
他
に
も
、
も
っ
と
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

＊
会
報
六
十
二
号
で
紹
介
し
た
旧
大
山
町
日
尾
萬
泉
寺
跡
西
国
三
十
三
所
観
音
写
し

の
石
工
は
、
古
川
知
明
先
生
か
ら
『
安
政
六
年
新
川
郡
諸
商
売
取
調
理
書
上
申
帳
』

に
記
載
の
「
善
名
村
・
長
右
衛
門
」
と
お
教
え
頂
き
ま
し
た
の
で
訂
正
し
ま
す
。 

            

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B3%95%E9%9A%86%E5%AF%BA%E9%87%91%E5%A0%82%E5%A3%81%E7%94%BB
https://www.google.co.jp/maps/place/%E3%80%92939-2206+%E5%AF%8C%E5%B1%B1%E7%9C%8C%E5%AF%8C%E5%B1%B1%E5%B8%82%E5%9D%82%E6%9C%AC%EF%BC%91%EF%BC%94%EF%BC%98%EF%BC%95/@36.5833463,137.224521,20z/data=!4m5!3m4!1s0x5ff78c961d5f5453:0xd871c207d4a44bdc!8m2!3d36.5834886!4d137.2244988
http://www.katsurabook.com/booklist/236/
http://odatakeo.wp.xdomain.jp/wp-content/uploads/2020/10/%E4%BC%9A%E5%A0%B1%E7%AC%AC%EF%BC%96%EF%BC%90%E5%8F%B7.pdf
https://www.google.co.jp/maps/place/36%C2%B034'53.7%22N+137%C2%B012'54.8%22E/@36.581592,137.2138815,17z/data=!3m1!4b1!4m6!3m5!1s0x0:0x0!7e2!8m2!3d36.5815923!4d137.2152213
https://www.google.co.jp/maps/place/36%C2%B036'11.6%22N+137%C2%B016'09.9%22E/@36.603225,137.2688768,19z/data=!3m1!4b1!4m6!3m5!1s0x0:0x0!7e2!8m2!3d36.6032255!4d137.269424
https://www.google.co.jp/maps/place/%E3%80%92939-8132+%E5%AF%8C%E5%B1%B1%E7%9C%8C%E5%AF%8C%E5%B1%B1%E5%B8%82%E6%9C%88%E5%B2%A1%E7%94%BA%EF%BC%92%E4%B8%81%E7%9B%AE%EF%BC%92%EF%BC%97%EF%BC%95/@36.6263067,137.2626113,20z/data=!4m5!3m4!1s0x5ff7927872a75551:0x7b37242dd7ef53d9!8m2!3d36.6262577!4d137.2628936
http://odatakeo.wp.xdomain.jp/wp-content/uploads/2020/11/%E4%BC%9A%E5%A0%B1%E7%AC%AC%EF%BC%96%EF%BC%92%E5%8F%B7.pdf
https://www.google.co.jp/maps/place/36%C2%B034'38.6%22N+137%C2%B016'23.9%22E/@36.5791747,137.2703688,16.5z/data=!4m6!3m5!1s0x0:0x0!7e2!8m2!3d36.5773814!4d137.2732977
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↑ 

③ 

東
黒
牧
の
阿
弥
陀
三
尊
像 

↖ 

③ 

東
黒
牧
の
飛
天
像 

↙ 
③ 

東
黒
牧
の
迦
陵
頻
伽
像
？ 

↗ 

④ 

仏
光
寺
の
飛
天
像 

→ 

 

↓ 

④ 

月
岡 
仏
光
寺
門
前 

大
日
如
来
像
の
笠
部
分 
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金毘羅石像 

上馬ノ瀬キダキの不動明王と金毘羅石像 

旧
大
山
町
上
馬
ノ
瀬
キ
ダ
キ
の
金
毘
羅
石
像 

 

平
井 

一
雄 

 

平
成
十
二
年
十
一
月
十
二
日
第
23
回
北
陸
石
仏
の
会
例
会
は
旧
大
山
町
日
尾
・
石
淵
・

上
馬
ノ
瀬
を
調
査
地
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
時
の
レ
ジ
メ
を
私
が
作
っ
た
が
そ
の
中

に
上
馬
ノ
瀬
の
金
毘
羅
石
像
を
紹
介
し
て
お
い
た
。
当
日
は
時
間
が
な
く
て
現
地
を
案
内

で
き
な
か
っ
た
の
で
こ
の
紙
面
を
か
り
て
紹
介
す
る
。
石
淵
の
橋
を
渡
っ
て
左
手
奥
に
阿

弥
陀
如
来
を
刻
ん
だ
磨
崖
石
仏
が
あ
る
。
天
保
十
一
年
の
銘
が
あ
り
旧
道
が
こ
こ
を
通
っ

て
い
た
こ
と
の
な
ご
り
を
語
っ
て
い
る
。
『
大
山
町
の
石
仏
』
第
１
集
に
は
尊
名
「
地
蔵
」

と
し
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
由
来
と
し
て
「
長
棟
鉱
山
の
関
所
跡
と
伝
え
ら
れ
る
」
と

記
さ
れ
て
い
る
が
．
前
田
先
生
は
鉱
山
関
所
跡
と
証
明
で
き
る
資
料
が
な
い
と
語
っ
て
お

ら
れ
る
。 

こ
こ
よ
り
さ
ら
に
上
流
に
向
か
っ
て
進
む
と
自
動
車
道
路
の
上
を
岩
が
オ
ー
バ
ー
ハ
ン

グ
し
て
い
る
難
所
、
通
称
（
キ
ダ
キ
）
が
見
え
て
く
る
。
こ
の
キ
ダ
キ
の
手
前
の
山
側
壁

面
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
吹
き
つ
け
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
の
一
部
を
掘
り
く
ぼ
め
石
仏
２
体

を
祀
っ
て
あ
る
の
に
気
づ
く
。 

左
側
の
石
仏
は
宝
剣
と
索
を
持
つ
火
炎
背
光
の
不
動
明
王
だ
と
一
見
し
て
わ
か
る
が
右

側
の
石
仏
は
わ
か
ら
な
い
。
台
座
に
石
淵
村
山
崎
甚
七
と
刻
ま
れ
て
い
る
の
が
唯
一
の
情

報
で
あ
る
。
昭
和
五
十
八
年
六
月
十
二
日
石
淵
村
を
採
訪
し
た
と
き
畑
仕
事
を
し
て
お
ら

丸
た
花
木
と
み
え
さ
ん
に
色
々
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
日
露
戦
争
に
従
軍
さ
れ
た

山
崎
甚
七
さ
ん
が
こ
の
下
方
を
通
っ
て
い
た
旧
道
で
怪
我
を
し
た
時
に
、
難
所
の
魔
よ
け

に
祀
ら
れ
た
金
毘
羅
さ
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
は
上
馬

ノ
瀬
が
正
式
な
地
名
で
あ
る
が
石
淵
の
人
が
地
主
な
の
で
石
淵
の
キ
ダ
キ
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
ら
し
い
。
私
は
こ
の
長
棟
街
道
の
上
流
に
あ
る
奥
ノ
山
発
電
所
に
仕
事
に
行

く
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
こ
の
石
仏
に
気
づ
き
写
真
を
最
っ
て
お
い
た
の
だ
が
．
そ
の

頃
は
胸
に
抱
く
宝
珠
の
赤
い
彩
色
と
羽
織
の
青
い
彩
色
が
残
っ
て
い
て
桃
太
郎
の
像
容
そ

っ
く
り
で
あ
っ
た
。 

金
毘
羅
信
仰
の
石
造
物
は
ふ
つ
う
は
文
字
碑
が
多
く
武
人
像
や
天
狗
像
が
県
内
で
は
数

体
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
桃
太
郎
の
よ
う
な
像
容
に
は
初
め
て
出
会
っ
た
。
桃
太

郎
の
武
勇
に
あ
や
か
る
よ
う
な
金
毘
羅
像
を
山
崎
さ
ん
が
石
工
さ
ん
に
依
頼
さ
れ
て
奉
納

さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
場
所
の
下
方
、
通
称
「
し
ょ
ん
べ
ん
滝
」

の
滝
口
に
あ
る
不
動
明
王
磨
崖
仏
を
石
淵
出
身
の
石
森
さ
ん
に
案
内
し
て
も
ら
っ
た
。
日

夜
、
長
棟
街
遣
の
安
全
を
祈
願
し
て
お
ら
れ
る
金
毘
羅
さ
ん
、
不
動
さ
ん
に
心
の
中
で
手

を
逢
わ
せ
な
が
ら
通
っ
て
い
る
。 
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斎
藤
善
夫
氏
著
作
目
録 

 

尾
田
武
雄
作
成 

 

北
陸
石
仏
の
会
の
古
く
か
ら
の
会
員
で
、
梵
鐘
や
古
書
籍
の
研
究
で
知
ら
れ
た
斎
藤
善

夫
さ
ん
が
平
成
二
十
五
年
六
月
十
二
日
に
逝
去
さ
れ
た
。
お
生
ま
れ
が
大
正
九
年
三
月
生

ま
れ
な
の
で
、
九
十
三
歳
で
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。
平
成
十
年
に
『
富
山
・

石
川 

梵
鐘
考
』、
平
成
十
三
年
に
『
続
富
山
・
石
川 

梵
鐘
考
』
を
北
陸
石
仏
の
会
か
ら

発
刊
さ
れ
た
。
そ
の
後
多
く
の
著
書
や
論
文
を
発
表
さ
れ
た
が
散
逸
を
恐
れ
、
こ
こ
に
先

生
の
業
績
を
称
え
、
著
作
目
録
を
発
表
す
る
。 

 

斉
藤
善
夫
氏
著
作
目
録 

著
書 

１
『
安
居
年
表
（
稿
）
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

斉
藤
善
夫 

 
 
 
 
 

 
 

昭
和
63
年 

２
『
加
賀
藩
末
期
の
侍
帳
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

斉
藤
善
夫 

 
 
 
 
 

 
 

昭
和
64
年 

３
『
高
参
寺
和
漢
書
分
類
目
録
』 

 
 
 
 
 
 
 

乳
子
山
高
参
寺 

 
 
 

 
 

平
成
６
年
10
月 

４
『
高
参
寺
文
書
目
録 

一
』 

 
 
 
 
 
 
 
 

乳
子
山
高
参
寺 

 
 
 

 
 

平
成
６
年 

５
『
高
参
寺
文
書
目
録 

二
』 

 
 
 
 
 
 
 
 

乳
子
山
高
参
寺 
 
 
 

 
 

平
成
７
年 

６
『
高
参
寺
文
書
目
録 

三
』 

 
 
 
 
 
 
 
 

乳
子
山
高
参
寺 

 
 
 

 
 

平
成
９
年
８
月 

７
『
高
参
寺
和
漢
書
分
類
目
録
』 

 
 
 
 
 
 
 

乳
子
山
高
参
寺 

 
 
 

 
 

平
成
６
年
10
月 

８
『
安
居
歳
々
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

斉
藤
善
夫 

 
 
 
 
 

 
 

平
成
元
年
１
月 

９
『
文
書
で
た
ど
る
安
居
の
あ
ゆ
み
』 

 
 
 
 
 

斉
藤
善
夫 

 
 
 
 
 

 
 

平
成
12
年
７
月 

10
『
富
山
・
石
川
梵
鐘
考
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

北
陸
石
仏
の
会 

 
 
 

 
 

平
成
12
年
９
月 

11
『
続
富
山
・
石
川
梵
鐘
考
』 

 
 
 
 
 
 
 
 

北
陸
石
仏
の
会 

 
 
 

 
 

平
成
13
年
９
月 

12
『
福
野
村
鋳
物
師
考
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

斉
藤
善
夫 

 
 
 
 
 

 
 

平
成
10
年
９
月 

13
『
瑞
龍
寺
黄
檗
版
大
蔵
経
現
存
目
録
』 

 
 
 
 

斉
藤
善
夫
・
北
沢
寛
共
編 

 
平
成
11
年 

14
『
［
複
合
論
考
加
賀
大
乗
寺
蔵
『
支
那
禅
刹
図
式
』
と
攝
津
佛
眼
寺
鐘
」 

斉
藤
善
夫
・
大
熊
恒
靖 

 
 

平
成
15
年
10
月 

15
『
石
碑
の
備
忘
録
―
南
砺
市
安
居
地
区
の
石
碑
と
榜
示
石
―
附
「
公
共
標
識
」
』 

斉
藤
善
夫 

 
 
 
 
 
 
 

平
成
17
年
10
月 

論
文 

１
「
安
居
地
区
の
北
海
道
移
住
」 

 
 
 
 
 
 
 

『
砺
波
地
方
史
研
究
』
３
号 

昭
和
42
年
12
月 

２
「
安
居
の
絵
馬
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
富
山
史
壇
』
３
６
号 

 
 

昭
和
42
年
２
月 

３
「
安
居
寺
の
鐘
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
富
山
史
壇
』
９
０
号 

 
 

昭
和
61
年
２
月 

４
「
立
山
に
あ
っ
た
鐘
と
地
蔵
尊
」 

 
 
 
 
 
 

『
富
山
史
壇
』
９
４
号 

 
 

昭
和
61
年
２
月 

５
「
芭
蕉
の
安
居
寺
参
詣
伝
説
に
就
い
て
」 

 
 
 

『
富
山
史
壇
』
９
８
号 

 
 

平
成
元
年
１
月 

６
「
鐘
影
流
転
―
越
中
に
か
か
わ
り
あ
る
鐘
の
移
動
と
現
状
―
」 

『
富
山
史
壇
』
１
０
０
・
１
０
１
号 

平
成
元
年
12
月 

７
「
近
世
越
中
立
山
諸
堂
の
鐘
」 

 
 
 
 
 
 
 

『
富
山
史
壇
』
１
０
４
号 

 

平
成
３
年
３
月 

８
「
金
属
類
回
収
令
と
富
山
県
の
梵
鐘
始
末
（
上
）
」
『
富
山
史
壇
』
１
０
８
号 

 

平
成
４
年
７
月 

９
「
金
属
類
回
収
令
と
富
山
県
の
梵
鐘
始
末
（
下
）
」
『
富
山
史
壇
』
１
０
９
号 

 

平
成
４
年
11
月 

10
「
勝
興
寺
の
古
国
府
へ
移
転
の
時
期
―
梵
鐘
に
寄
拠
し
て
ー
」 

『
富
山
史
壇
』
１
１
６
号 

 

平
成
７
年
３
月 

11
「
鐘
影
流
転
（
二
）
―
越
中
に
か
か
わ
り
あ
る
鐘
の
移
動
と
現
状
―
」 

『
富
山
史
壇
』
１
１
９
号 

 

平
成
８
年
３
月 

12
「
鐘
影
流
転
（
三
）
―
越
中
に
か
か
わ
り
あ
る
鐘
の
移
動
と
現
状
―
」 

『
富
山
史
壇
』
１
２
０
号 

 

平
成
８
年
７
月 

13
「
鐘
影
流
転
（
四
）
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

『
富
山
史
壇
』
１
２
１
号 

 

平
成
８
年
11
月 

14
「
鐘
影
流
転
（
五
）
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

『
富
山
史
壇
』
１
２
３
号 

 

平
成
９
年
２
月 

15
「
鐘
影
流
転
（
六
）
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

『
富
山
史
壇
』
１
２
３
号 

 

平
成
９
年
７
月 

16
「
鐘
影
流
転
（
七
）
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

『
富
山
史
壇
』
１
２
４
号 

 

平
成
９
年
11
月 

17
「
越
中
古
鐘
の
音
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

『
富
山
史
壇
』
１
３
３
号 

 

平
成
12
年
12
月 

18
「
越
中
の
鰐
口
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

『
富
山
史
壇
』
１
３
４
号 

 

平
成
13
年
３
月 

19
「
石
上
北
天
と
土
原
恵
学
」 

 
 
 
 
 
 
 

 

『
富
山
史
壇
』
１
３
９
号 

 

平
成
15
年
２
月 

20
「
瑞
龍
寺
蔵
旧
安
居
寺
鐘
（
一
）
」 

 
 
 
 
 

『
史
迹
と
美
術
』
６
３
０
号 

平
成
８
年
１
月 

21
「
瑞
龍
寺
蔵
旧
安
居
寺
鐘
（
二
）
」 

 
 
 
 
 

『
史
迹
と
美
術
』
６
３
３
号 

平
成
８
年
３
月 

22
「
法
華
寺
鰐
口
（
旧
長
福
寺
鰐
口
）
（
資
料
） 

 

『
史
迹
と
美
術
』
６
４
０
号 

平
成
５
年
12
月 

23
「
新
知
見
の
古
活
字
版
『
無
量
寿
経
論
注
記
』
五
巻
に
つ
い
て 

『
史
迹
と
美
術
』
７
０
４
号 

平
成
13
年
５
月 

24
「
『
支
那
禅
刹
図
式
』
の
中
の
何
山
寺
鐘
」 

 
 

『
史
迹
と
美
術
』
７
３
５
号 

平
成
15
年
６
月 

25
「
能
登
か
ら
還
っ
た
梵
鐘
」 

 
 
 
 
 
 
 

 

『
北
陸
石
仏
の
会
研
究
紀
要
』
２
号 

平
成
10
年
５
月 

26
「
彫
ら
れ
な
か
っ
た
碑
誌
ー
富
田
翁
遺
徳
碑
」 

 

『
北
陸
石
仏
の
会
研
究
紀
要
』
５
号 

平
成
14
年
10
月 

27
「
峠
の
石
碑
ー
通
崎
嶇
記
念
碑
」 

 
 
 
 
 
 

『
北
陸
石
仏
の
会
研
究
紀
要
』
６
号 

平
成
15
年
９
月 

28
「
宮
崎
彦
九
郎
儀
一
（
寒
雉
）
の
梵
鐘
」 

 
 
 

『
石
川
郷
土
史
学
会
々
誌
』
２
６
号 

平
成
５
年
12
月 

29
「
加
賀
鋳
物
師
の
名
乗
り
に
つ
い
て
」 

 
 
 
 

『
石
川
郷
土
史
学
会
々
誌
』
２
９
号 

平
成
８
年
12
月 

30
「
金
沢
城
時
鐘
の
変
遷
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

『
石
川
郷
土
史
学
会
々
誌
』
３
０
号 

平
成
９
年
12
月 

31
「
中
世
能
登
中
居
鋳
物
師
の
梵
鐘
」 

 
 
 
 
 

『
石
川
郷
土
史
学
会
々
誌
』
３
２
号 

平
成
11
年
12
月 

32
「
富
山
・
石
川
の
近
代
鐘
」 

 
 
 
 
 
 
 

 

『
石
川
郷
土
史
学
会
々
誌
』
３
３
号 

平
成
12
年
12
月 

33
「
金
沢
市
内
の
寒
雉
鐘
と
近
代
鐘
の
音
」 

 
 
 

『
石
川
郷
土
史
学
会
々
誌
』
３
４
号 

平
成
13
年
12
月 

34
「
越
登
賀
に
お
け
る
光
隆
寺
知
空
撰
銘
の
梵
鐘
」 

『
石
川
郷
土
史
学
会
々
誌
』
３
７
号 

平
成
16
年
12
月 

35
「
越
中
の
無
紀
年
銘
鐘
に
つ
い
て
」 

 
 
 
 
 

『
大
境
』
１
４
号 

 
 
 
 

平
成
４
年
３
月 

36
「
伊
勢
泰
運
寺
・
能
登
永
光
寺
の
法
華
経
刻
字
鐘
」 

『
梵
鐘
』
３
号 

 
 
 
 
 

平
成
７
年
10
月 

37
「
元
禄
以
前
（
１
７
世
紀
）
越
中
・
能
登
・
加
賀
の
梵
鐘
年
表
稿
」 

『
梵
鐘
』
３
号 

 
 
 
 
 

平
成
７
年
10
月 

38
「
高
岡
山
瑞
龍
寺
の
模
造
支
那
鐘
」 

 
 
 
 
 

『
梵
鐘
』
５
号 

 
 
 
 
 

平
成
８
年
10
月 

39
「
高
岡
山
瑞
龍
寺
に
見
る
黄
檗
の
影
響 

 
 
 
 

『
黄
檗
文
華
』
１
１
６
号 

 

平
成
８
年
10
月 

40
「
隠
元
隆
撰
銘
の
梵
鐘
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

『
黄
檗
文
華
』
１
１
９
号 

 

平
成
12
年
５
月 

41
「
隠
元
・
黄
檗
に
係
る
梵
鐘
の
形
状
と
文
様
に
つ
い
て
」 

『
黄
檗
文
華
』
１
２
３
号 

 

平
成
16
年
７
月 

42
「
加
賀
藩
曹
洞
寺
院
に
於
け
る
住
職
世
代
除
外
と
黄
檗
宗
の
関
係
に
つ
い
て
」 

不
明(

東
京
黄
檗
研
究
所
第
10
回
入
選
論
文)

 

平
成
16
年
10
月 

43
「
『
浄
土
真
宗
経
典
志
』
に
拾
う
越
中
学
僧
の
著
作
」 『

我
聞
如
是
』
８
号 

 
 
 

平
成
15
年 
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北陸石仏の会 第６１回例会 

―高岡市北部の石仏めぐり― 
令和３年５月３０日(日) 

 

参 加 費：６０００円（バス・資料代） 

集合場所：①高岡駅北口………７時４０分 

②伏木駅……………８時１０分 

申込方法：次の事項を記入の上、ハガキでご連絡ください。 

住所、氏名、電話番号(携帯電話も)、集合場所 

集合場所および時間が不都合な方はご連絡下さい。 

申 込 先：〒939-1315 砺波市太田 1770 尾田武雄方 北陸石仏の会事務局 

締め切り：令和３年５月１４日(金) 

案   内：滝本やすし(石川県金沢市)  

 

見学予定  

◎伏木本町 浄土宗伏木教会／光導名号塔 

◎伏木一宮 越中国分寺跡／四国八十八所霊場石仏、半跏地蔵、弘法大師千回御忌報恩塔 

◎伏木東一宮 路傍／「水神」 

◎伏木古国府 路傍／馬頭観音 

◎伏木古府 八幡社／狛犬 

◎伏木古府 曹洞宗梅林寺／准胝観音、双体地蔵、半跏地蔵 

◎伏木古府 路傍／聖徳太子二歳像 

◎伏木古府 曹洞宗正法寺／四国八十八所霊場石仏 

◎二上 高野山真言宗養老寺慈尊院地蔵堂／聖徳太子二歳像、高岡新西国第30番千手観音 

◎柴野 守善寺跡観音堂／西国第 16 番十一面千手観音 

◎本郷１丁目 路傍／那伽犀那尊者 

◎金屋町 曹洞宗宗泉寺／韋駄天、青面金剛、高岡新西国第 15 番十一面観音 

◎大町 真言宗醍醐派聖久寺／高岡新西国番外花山院 

◎利屋町 曹洞宗龍雲寺／高岡新西国第１番如意輪観音 

諸事情により見学先を変更する場合があります。ご了承ください。 

 

 令和３年度の会費を未納の方は、同封の振替用紙にて納めてください。年会費は３０００円です。  


